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【研究背景と目的】 

日本において、サッカーやバスケットボール、野球などの

メジャー競技と比べ、「ボート競技」の認知度は低い。年に 1
度の全日本選手権のテレビ放送や、過去にボート競技を題材

としたドラマ放送があったにも関わらず、競技そのものに対

しての興味及び関心は薄いのが現状である。 

このような国内の現状において、ボート競技をより普及さ

せるために、ボート競技者の競技人口の拡大を図る試みが必

要である。 

そこで本研究では、現在ボート競技を行っている競技者が

ボート競技を始めるようになったきっかけと、競技者がボー

ト競技以前に行っていた競技を明らかにすることを目的と

する。また、その結果を利用し、どういった人物がボート競

技に興味及び関心を持ちやすく、また、競技自体に関わるこ

とに意欲的になりやすいかを明らかにすることで、新規ボー

ト競技者獲得のための提案を試みる。 

【方法】 

2012 年 10 月 5 日～8 日の間に行われた国民体育大会の出

場した、各都道府県の代表選手を対象として質問紙調査を行

った。調査書には「現在の個人データ」、「過去に実施したス

ポーツ」そして、「ボート競技開始となった要因」に関する

項目を設定した。 
【結果】 

 今回獲得した有効回答数は 165 部であり、うち、男性が

74(45%)人、女性が 89(55%)人ボートであった。学年は高校

生が 61 人、大学生が 48 人、それ以上の世代が 41 人で、未

回答は 15 回答であった。 
この有効回答数から分析した結果、競技を開始した時期は、

高校 1 年生時が最も多いことがわかった。実施者がボート競

技以前に行っていた競技では男女間に差があり、男性は野球、

水泳、サッカーが多く、女性はバスケットボール、水泳、バ

レーボールが上位 3 種目にあがった。さらに、ボート競技を

始める直近に行っていた競技においては団体種目が多く、中

でも、バスケットボール、野球、バレーボールを行っていた

人が多かった。また、ボート競技を始めたきっかけと他要因

との関係を 17 項目で質問した結果、男女とも高い数値を示

したのは「自分自身の意欲」と「全国大会等の高いレベルの

大会出場の可能性があったこと」であり、次いで「当時通っ

ていた学校にクラブチームがあったこと」、「既存ボート部・

クラブチームに所属している選手、指導者のすすめ」が、比

較的高い数値を示した。また、これを男女間で比較すると「既

存ボート部・クラブチームに所属している選手・指導者のす

すめ」においては女性が、「有名な選手の国際的な活躍があ

ったこと」においては男性がそれぞれ有意に高い値が示され

た（表）。さらに、この 17 項目を「内的影響」「外的影響」

「環境状況による影響」「すすめ」の 4 つの要因に分類し、

男女別に見てみると、男女ともに「内的影響」が最も高い影

響を示したが、女性は「内的影響」が男性よりも有意に高い

ことが確認された。 

【考察】 

本研究の結果から、未経験者に対してボート競技への高い

意欲を引き出すためには、統一した新規ボート競技者獲得へ

のアプローチ方法を実施するのではなく、過去の実施種目を

絞って勧誘することや、男女間でその方法を変えることで効

率よく獲得できる可能性が示唆された。具体的には、男性に

は実施環境を主軸に置いた内容で勧誘を行う、女性にはボー

ト競技における競技の可能性を説く、というように、男女で

アプローチ方法を変えるとより効率的であるのではないか

と考える。 

これらの結果をもとに、高校、大学、およびクラブチーム

といった各チームが新規ボート部員を獲得し、ボート競技人

口の拡大に少しでも繋がることで、よりボート界が活性化す

ることを期待される。 

 

 

表. 男女別に見るボート競技を始めたきっかけとして考

えられる 17 項目の平均値と t 値 
 


